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平成１９年第１回志賀町議会定例会会議録 

 平成１９年２月２７日、第１回志賀町議会定例会を志賀町役場議場に招集した。 

（午前１０時０２分 開会） 

（出席議員） 

  １番  南   政 夫  １６番  大 根   明 

  ２番  橘   照 茂  １７番  戸 坂 忠寸計 

  ３番  下 池 外巳造  １８番  小 田 芳 治 

  ４番  須 磨 隆 正  １９番  辻   武 美 

  ５番  越 後 敏 明  ２０番  久 木 拓 栄 

  ６番  田 中 正 文  ２１番  中 林 俊 雄 

７番  福 田 英 雄  ２２番  南   正 弘 

  ８番  寺 岡 真貴子  ２３番  木 村 正 男 

  ９番  冨 沢 軒 康  ２４番  山 本 辰 栄 

１０番  堂 下 健 一  ２５番  泉     貢 

 １１番  松 島 信 夫  ２６番  稲 村 幸 雄 

 １２番  桜 井 俊 一  ２７番  吉 島 陸 男 

 １３番  林   一 夫  ２９番  竹 内 利 長 

 １４番  萬 上 俊 之   

 １５番  松 浦 恒 義   

（欠席議員） 

 ２８番  長谷川 勝 朗 

（議案説明のため出席した者の職氏名） 

  町長職務代理者助役  坪 野 高 志 

  助     役    綱 木 常 一 

  総 務 課 長    田 端 正 敏 

  富 来 支 所 長    二 見   博 

  企画財政課長    浜 崎 克 義 

  監 理 課 長    木 坂 孫 信 

  税 務 課 長    柴 田 一 廣 

  住 民 課 長    田 村   実 
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  子育て支援課長    宮 本 俊 一 

  健 康 福 祉 課    笹 川 門 治 

 生活安全課長    藤 沢   仁 

  商工観光課長    山 崎 脩 平 

  農林水産課長    山 本 政 直 

  建 設 課 長    田 中 正 嗣 

  上下水道課長    横 川 外 治 

  富来病院事務長    古 川 吉 亮 

  会 計 課 長    金 谷 昭 一 

教  育  長    青 山 源 隆 

  学校教育課長    細 川 幸 男 

  生涯学習課長    中 田 政 光 

（職務のために出席した者の職氏名） 

議会事務局長     新 木 利 夫 

書    記     西   清 孝 

書    記     池 端 久 幸 

（議事日程） 

日 程 第 １  会期の決定 

日 程 第 ２  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ３  諸般の報告 

日 程 第 ４  町長提出 報告第１号ないし第４７号 

       （提案理由説明） 

 

（ 開 会 ・ 開 議 ） 

松浦 恒義議長 ただ今の出席議員は２８名であります。 

定足数に達しておりますので、ただ今から平成１９年第１回志賀町議

会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

日程第１．会 期 の 決 定 
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松浦 恒義議長 日程に入り、会期の決定を行います。 

お諮りをいたします。 

本定例会の会期は、本日から３月１４日までの１６日間といたしたいと

思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

(異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし) 

松浦 恒義議長 ご異議なしと認めます 

        よって、本定例会の会期は、本日から３月１４日までの１６日間と決定

いたしました。 

 

日程第２．会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

松浦 恒義議長 次に、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員に 

２４番 山本 辰栄 君、 

２５番 泉   貢 君を指名いたします。 

 

日程第３．諸 般 の 報 告 

松浦 恒義議長 続いて、諸般の報告を行います。 

        諸般の報告は、お手元に配布のとおりであります。 

        諸般の報告を終わります。 

 

日程第４．町長提出 議案第１号ないし第４７号 

（提 案 理 由 説 明） 

松浦 恒義議長 次に、本日町長職務代理者から提出のありました、議案第１号ないし第

４７号に対する提案理由の説明を求めます。 

坪野町長職務代理。 

坪野町長職務代理者 はい。 

        本日ここに、平成１９年第１回志賀町議会定例会を招集申し上げました 

ところ、議員の皆様方におかれましては、公私とも御多用の折りにもかか 

わりませず御応招賜り、厚くお礼申し上げます。 
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さて、本定例会に提案申し上げます案件に先立ちまして、細川町長の突

然の緊急入院という事態を受け、その経過等について申し述べさせていた

だきます。 

町民をはじめ議員の皆様には、２月１８日未明から細川町長をめぐり、

大変な御心配と御迷惑をおかけしているところであり、誠に申し訳なく 

衷心よりお詫びを申し上げます。町長は、２月１８日未明に救急車で公立

羽咋病院へ搬送されましたが、１９日には意識を回復し、快方に向かって

おり、病院によりますと、約２週間の入院精査加療を要するとのことであ

ります。 

折りしも、町議会定例会を迎える大変大切な時期であり、町長の意向を

受け、昨日から当分の間、町長職務代理者を置くことといたしたところで

あり、本定例会では町長職務代理者の私から平成１９年度当初予算などの

議案を提案申し上げまして、御審議を賜りたいと存じます。 

さて、地方財政のバロメーターとなる平成１９年度地方財政計画が公表

されており、全体規模が６年連続の減少の８３兆１，３００億円程度と

なっております。焦点となっておりました地方交付税総額は、景気回復で

地方税の増収を見込み、地方自治体に配分する出口ベースで、４．４％減

となっておりますが、地方全体の一般財源総額は０．９％程度の増とのこ

とであります。しかしながら、景気回復は、都市部と地方との間に大きな

格差があり、当志賀町におきましては、まだまだ厳しい状況であり、都市

並みの住民税の伸びが期待できないところであります。一方では、志賀原

子力発電所２号機の大規模償却資産による固定資産税の課税初年度であり、

その財源を最大限活用し、健全財政を堅持できるようにしたいと考えてお

ります。 

今後は、人口の減少時代における少子高齢社会、急速に進展する情報通

信技術を活用した高度情報化社会、地球環境を守る資源循環型社会の形成

などの課題に的確に対応していきたいと考えており、特に、深刻化する少

子化については、平成１９年度から第３子以降の出産祝金の一括払いや 

新たに小・中・高校入学時の祝金の助成及び乳幼児･児童医療費助成事業

の自己負担金を無くして全額助成を実施し、子育て支援の充実に努める 
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所存であります。 

昨年度に策定しました「第 1 次志賀町総合計画」と「第 1 次志賀町行政

改革大綱」を踏まえた行政施策を展開し、計画に掲げられた施策事業を 

実施して、新たなまちづくりと地域の活性化に向けて努力致しますので、 

議員の皆様方の御支援と御協力をお願い申し上げまして、本題に入りたい

と思います。 

先ず、最初に平成１９年度の予算編成についてであります。 

平成１９年度予算につきましては、志賀原子力発電所２号機の大規模償

却資産による固定資産税（約３９億円）の課税初年度であり、その一方で

は、旧志賀町分の普通交付税が不交付になることから、普通交付税で７億

７千万円余りの減収が見込まれるものでありますが、全体で増となります。

その財源を活用して、「住民福祉の向上」「町民の生活基盤整備」「新志賀

町発展の基盤づくり」に重点的に計上して、さらには、健全財政を堅持で

きるよう基金の充実を目指して予算編成をしたところであります。 

一般会計では、１６６億９，０００万円（対前年度２５億５千万円の増、

伸率１８％）となり、８特別会計並びに水道事業会計及び富来病院事業会

計を合わせますと３１０億５，４１６万２千円となりました。これは平成

１８年度より約３９億８千万円強の増（伸率１４．７％）となりました。 

歳出における主な事業について、第１点目は、昨年の町政懇談会でご要

望が多かったケーブルテレビ整備事業であります。最先端技術であるオー

ル光方式を採用し、町内間及び都市部との情報格差の是正を図るものであ

り、平成１９、２０年度の２箇年で整備事業を行い、平成２０年秋頃の開

局を目指します。また、本年秋頃には地区ごとに説明会を開催し、具体的

なサービス内容などを説明させていただきたいと考えております。 

第２点目は、休止しておりましたニュータウン地内において、若者定住

を促進する住宅地造成事業に着手することにしております。予定では、老

朽化に伴う新志賀消防署建設用地、志賀町防災拠点センター用地、消防団

訓練場用地なども一体的に整備することにしております。 

第３点目は、利便性の高い幹線町道などの整備であります｡都市計画道

路福野神代線（高浜地区）と県道富来中島線（富来地頭町地区）の周辺整
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備については、まちづくり交付金事業として既存市街地の再生を目指して

一体的に計画しており、高浜地区については、今市橋の架替工事の橋梁下

部の整備を予定し、富来地頭町地区については詳細設計を予定しておりま

す。また、土田地区の土地改良事業施行に伴う徳田新林連絡線ほか２線、

高浜羽咋線、鹿頭酒見線、中浜中央線、天池線など町民生活に直結した身

近な町道の整備を図り、昨年の梅雨豪雨時に冠水しました高浜地区の排水

対策として高浜地区基幹排水事業の調査・設計を予定しております。 

なお、町政懇談会の折、富来地域から強く要望されました街灯管理経費

（電気料、修繕費）については、平成１９年４月から町が全額負担するこ

とといたします。 

第４点目は、快適な住環境整備を目指し、推進している下水道事業であ

ります。公共下水道「中央処理区」については、長沢、福野の一部、大島

地区の面整備を、「富来処理区」については、富来地頭町、富来領家町、

富来高田地区の面整備を予定しております。農業集落排水事業については、

「大笹処理区」の米町、牛ケ首、田原地区の管路工と「二所宮処理区」の

管路工を予定し、「舘開処理区」については測量設計の着手を予定してお

ります。合併処理浄化槽事業については、酒見地区等の整備を予定してお

ります。 

第５点目は、昨年の富来地域の町政懇談会の席上で、全ての地区から要

望をいただきました富来地域でのコミュニティバス運行事業であります。

石川運輸支局、羽咋警察署、路線バス事業者及び有識者等からなる志賀町

地域公共交通会議を開催し、効果的で効率的な運行計画を取りまとめ、 

平成１９年１０月からの試験運転を予定しております。 

第６点目は、合併協定書に基づく原子力発電所立地に伴う地域振興、 

志賀地域の振興事業費に充当するための基金についてであります。「国と

地方の三位一体の改革」によって、町民税、地方交付税が合併時での予測

より減収となりますが、志賀原子力発電所２号機に関する地区自治振興基

金については、志賀地域の区長さんから強い要望もいただいているところ

でありますので、１号機と同様な考え方、制度として実施を予定しており

ます。 
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それでは、町政各般にわたる概要説明に入らせていただきます。 

まず、志賀原子力発電所の安全性の確保についてであります。 

志賀原子力発電所につきましては、単純ミスのヒューマンエラーが度重

なって発生しており、町としては町民の安全安心につながるように、発電

所に携わる全ての職員、作業員が細心の注意で運転し、検査、点検するよ

う町長より強く申し入れており、北陸電力株式会社では、昨年１２月に社

長を委員長とする「原子力品質保証体制検討委員会」を設置して、現在、 

原子力品質保証体制の総点検等を行っているところであります。１号機に

ついては、現在、順調に営業運転をしております。２号機については､ 

現在、低圧タービンの羽根の損傷で運転を停止しており、総点検を含めた

形で第１回の定期検査を前倒して本年２月から実施し、損傷のあった低圧

タービンの羽根の代わりに整流板を設置して運転を再開する予定であると

聞いております。この整流板の設置については、国から安全上の問題はな

いとの説明を聞いておりますが、町としても、議員の皆様にこうした状況

について御説明し、現地も御視察していただいて、御理解を深めていただ

きたいと思っております。運転再開については、議会とも協議しながら対

応して参りたいと考えております。いずれにいたしましても、町民が安心

できる安全な発電所となるように細心の注意をもって管理運転をするよう

厳しく指導監視していきます。 

次に、企業誘致についてであります。まだまだ厳しい地方経済でありま

すので、石川県とともに若者定住化に向け、粘り強く更なる企業誘致に 

最大限の努力を傾注していきたいと考えております。 

以上、平成１９年度の町政の基本的な方針について申し述べましたが、

これらの施策を具現化していくためには、議員の皆様をはじめ、町民の

方々の御理解、御協力なくしては実現することができないことでありまし

て、議員の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ温かい御支援と御鞭

撻を賜りますよう、ここに改めてお願い申し上げます。 

さて、本定例会に提案申し上げ、御審議いただきます案件は、平成１８

年度の各会計の補正予算８件、条例の制定・改正・廃止が１５件、一部事

務組合の規約の変更が５件、過疎地域自立促進計画の一部変更が１件、 
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工事請負契約の締結及び一部変更が４件、町道の路線認定が４件、平成 

１９年度一般会計をはじめとする各会計の当初予算１１件の、計４７件で

あります。以下、その大要につきまして御説明申し上げます。 

議案第１号ないし議案第８号は、平成１８年度の一般会計、特別会計及

び企業会計の各会計における補正予算であります。 

最初に議案第１号、平成１８年度志賀町一般会計補正予算（第５号）に

ついては、事業費の確定及び精算見込みに伴う補正が主なるものであり、

歳入歳出予算にそれぞれ２億３，３３１万５千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１５７億７，３３１万３千円とするものであります。 

歳出の補正の主なものについて、御説明いたします。 

議会費では、議会活動経費など７２５万３千円の減額、総務費では、 

職員給与費の増額などで、１，２７０万１千円の増額、民生費では、在宅

介護支援センター事業、「食」の自立支援事業、身体障害者保護費、知的

障害者施設訓練等支援費、保育所運営費の減額などで９，７４０万円の減

額、衛生費では、町立診療所事業特別会計繰出金の増額などで、    

１，２４０万４千円の増額、労働費では、６２９万６千円の減額、農林水

産業費では、農業集落排水事業特別会計繰出金などで減額を行う一方で、

漁業振興事業、漁業振興特別基金積立金などで増額を行い、３億    

５，４４５万円の増額、商工費では、９４万８千円の減額、土木費では、

公共下水道事業特別会計繰出金の減額などで、４，４６９万５千円の減額、

消防費では、消火栓新設改修事業費などで１，７１１万２千円の増額、 

教育費では、２７５万９千円の減額、災害復旧費では、４０７万１千円の

減額、公債費では、７万円の増額であります。 

次に歳入の補正の主なものについて、御説明いたします。 

町税では、法人町民税の減収などで、１，６７０万円の減額、地方消費

税交付金では、６３９万円の減額、分担金・負担金では、公立保育所分担

金などで、８７９万１千円の減額、手数料では、１１万１千円の増額、 

国庫支出金では、身体障害者保護費、知的障害者施設訓練等支援費などで

減額する一方で、障害者医療費負担金、合併市町村補助金などを増額し、

９，７１２万１千円を増額、県支出金では、国庫支出金と同様に身体障害
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者保護費、知的障害者施設訓練等支援費などで減額する一方で、障害者医

療費負担金などを増額し、２５万１千円の増額、財産収入で、４０５万 

４千円の増額、寄附金では、３０万円の増額、繰入金では、特別財政調整

基金繰入金の減額などで、３，３５１万３千円の減額、諸収入では、介護

予防サービス計画給付費の減額などで、１，８０２万８千円の減額、町債

では、統合中学校建設事業債などで、２億１，４９０万円の増額でありま

す。 

議案第２号、平成１８年度志賀町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）については、退職被保険者の医療費の増に伴う保険給付費の増額など

で、歳入歳出予算にそれぞれ３，５６４万３千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ２６億８，３６６万８千円とするものであります。 

議案第３号、平成１８年度志賀町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第３号）については、事業費の確定及び精算見込みに伴う補正が主なる

ものであり、歳入歳出予算からそれぞれ１，４１１万４千円を減額し、 

歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億９，０６４万円とするものであります。 

議案第４号、平成１８年度志賀町公共下水道事業特別会計補正予算（第

３号）については、事業費の確定及び精算見込みに伴う補正が主なるもの

であり、歳入歳出予算からそれぞれ１，１８８万２千円を減額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１３億６，８９２万２千円とするものであります。 

議案第５号、平成１８年度志賀町地域し尿処理施設整備事業特別会計補

正予算（第２号）については、事業費の確定及び精算見込みに伴う補正が

主なるものであり、歳入歳出予算からそれぞれ２１万６千円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ８，５６８万２千円とするものであります。 

議案第６号、平成１８年度志賀町介護保険特別会計補正予算（第３号）

については、介護保険事務処理システム改修の増額、予防事業の事業費の

確定に伴う減額、包括的支援事業費の振替えが主なるものであり、歳入歳

出予算にそれぞれ３０５万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ２４億３，１９５万４千円とするものであります。 

議案第７号、平成１８年度志賀町立診療所事業特別会計補正予算（第４

号）については、事業費の確定及び精算見込みに伴う補正が主なるもので
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あり、歳入歳出予算からそれぞれ３３２万５千円を減額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ９，９９９万９千円とするものであります。 

議案第８号、平成１８年度志賀町水道事業会計補正予算（第２号）につ

いては、事業の完了及び精算見込みに伴う補正が主なるものであり、収益

的収支の収入で、７１７万７千円を増額し、収入予定額を７億１，０３２

万６千円に、支出では、１，０５１万４千円を減額し、支出予定額を６億

２，９８６万１千円とし、資本的収支では、収入では、９２２万６千円を

増額し、収入予定額を９，４２４万３千円に、支出では、７７１万４千円

を減額し、支出予定額を５億２，４５６万７千円とするものであります。 

次に、議案第９号ないし議案第２２号は、条例の制定、改廃についてで

あります。 

議案第９号、志賀町副町長の定数を定める条例については、地方自治法

の一部が改正され、助役が副町長に改められることによる所要の条例の制

定であります。 

議案第１０号、地方自治法の一部改正における関係条例の整理に関する

条例については、地方自治法の一部改正により、助役を副町長に改め、 

収入役を廃止し会計管理者を置き、吏員が職員に改められることに伴うも

ので、文言整理を中心とした各条例の改正を一括条例として制定するもの

であります。 

議案第１１号、志賀町病院事業の設置に関する条例の一部を改正する 

条例については、厚生労働省告示により、診療報酬の算定方法が変更に

なったことに伴う所要の改正であります。 

議案第１２号、志賀町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例については、勤務評定の基準日及び評定期間の改定、管理職手当を

定額制に改め、また、少子化対策に伴う扶養手当の増額を行うものであり

ます。 

議案第１３号、志賀町福祉金支給条例の一部を改正する条例については、

敬老福祉金等の見直しを行うものであります。 

議案第１４号、志賀町保育所条例の一部を改正する条例については、堀

松保育園休止に伴うものであります。 
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議案第１５号、志賀町乳幼児・児童医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例については、義務教育終了までの児童等の医療費助成について、

１箇月５００円の控除額を廃止し、全額助成とするものであります。 

議案第１６号、志賀町農村公園条例の一部を改正する条例については、

三明農村公園が石川県から譲与されたため、条例に加えるものであります。 

議案第１７号、志賀町漁業振興特別基金条例の一部を改正する条例につ

いては、石川県内の漁協の合併に伴い、条例中の合併前の各漁協の名称を

石川県漁業協同組合に改めるものであります。 

議案第１８号、志賀町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例を

廃止する条例について及び議案第１９号、志賀町小規模山地災害対策事業

の経費の受益者負担金に関する条例を廃止する条例については、農林水産

事業の分担金を見直したことから、本条例が不要となったものであります。 

議案第２０号、志賀町水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条

例について、議案第２１号、志賀町給水条例の一部を改正する条例につい

て及び議案第２２号、志賀町水道事業分担金徴収条例の一部を改正する 

条例については、水道未普及地域である福浦港和光台へ給水するための所

要の改正を行うものであります。 

議案第２３号、羽咋郡市広域圏事務組合規約の一部を改正する規約につ

いて、議案第２４号、石川県町村議会議員公務災害補償組合規約の一部を

改正する規約について、議案第２５号、石川県市町村職員退職手当組合規

約の一部を改正する規約について、議案第２６号、石川県市町村消防団員

等公務災害補償組合規約の一部を改正する規約について、及び議案第２７

号、石川県消防賞じゅつ金組合規約の一部を改正する規約については、 

いずれも地方自治法の一部改正に伴い、収入役を廃止し、会計管理者を置

くことによる所要の改正であります。 

議案第２８号、志賀町過疎地域自立促進計画の一部変更については、 

道路改良事業等の事業追加による計画変更を行うものであります。 

議案第２９号、工事請負契約の締結については、志賀町立統合中学校建

設工事（高浜中校舎解体撤去）について、大和建設株式会社 代表取締役

池田征舟と３，３３９万円で請負契約を締結するものであります。 
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議案第３０号、工事請負契約の締結についての議決の一部変更について

（平成１８年度公共下水道事業富来浄化センター土木・建築工事）は、 

当初、石田工業株式会社と２億４，６７５万円で請負契約を締結しました

が、盛土の変更、基礎杭の増などが必要となったため、７３５万円を増額

し、変更後の契約金額を２億５，４１０万円とするものであります。 

議案第３１号、工事請負契約の締結についての議決の一部変更について

（平成１８年度公共下水道事業中央水処理センター前処理棟土木・建築工

事）は、当初、大和建設株式会社と５，３５５万円で請負契約を締結しま

したが、支持地盤層が推定岩盤線よりも深く、コンクリート打設を増工す

る必要が生じたため、２６２万５千円を増額し、変更後の契約金額を  

５，６１７万５千円とするものであります。 

議案第３２号、工事請負契約の締結についての議決の一部変更について

（平成１８年度公共下水道事業中央水処理センター２系例目水処理施設

（OD・終沈）土木工事）は、当初、南建設株式会社と１億３，１４６万円

で請負契約を締結しましたが、仮設土留工を自立式矢板工法からアースア

ンカー式工法に変更するため、３２５万５千円を増額し、変更後の契約金

額を１億３，４７１万５千円とするものであります。 

議案第３３号ないし議案第３６号は、町道路線の認定についてでありま

す。 

議案第３３号は、町道第１６６号、新大念寺２号線の延長８０ｍ、議案

第３４号は、町道４６８号、直海釈・堂２号線の延長１，１７０ｍ、議案

第３５号は、町道５８５号、代田山手線の延長３４０ｍ、議案第３６号は、

町道７４１号、舘城蛇川線の延長２３０ｍの４路線について、町道認定を

お願いするものであります。 

議案第３７号ないし議案第４７号は、平成１９年度の志賀町一般会計、

国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、農業集落排水事業特別会計、

公共下水道事業特別会計、地域し尿処理施設整備事業特別会計、介護保険

特別会計、町立診療所事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会

計及び町立富来病院事業会計の予算についてであります。 

予算の概要については、冒頭に申し上げましたとおりであり、細部につ
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きましては、後日予定されております予算特別委員会において、詳しく説

明申し上げますので、本日は、説明を省略させていただきます。 

以上、議案４７件についての概要説明を終わらせていただきますが、 

詳細につきましては、議事の進行に従い、私又は関係職員が説明にあたり

ますので、議員の皆様におかれましては、何とぞ慎重なる御審議のうえ、

適切なる御決議を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、数字の読み間違いがありましたので、説明書の 8 ページ６行目資

本的収支では、収入で９２２万６千円を７行目支出では７７１万４千円に

訂正をお願いしたいと思います。 

松浦 恒義議長 説明を終わります。 

 

（  休   会  ） 

松浦 恒義議長 次に、休会の件について、お諮りをいたします。 

        議案調査等のため、明２８日から１日までの２日間は、休会といたした

いと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

松浦 恒義議長 ご異議なしと認めます。 

よって、明２８日から３月１日までの２日間は、休会することに決しま

した。 

次回は、３月２日午前１０時から会議を開きます。 

本日は、これにて散会いたします。 

（午前１０時３８分 散会） 
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議 長 報 告 

１．議長報告第１号 

 定期監査結果報告について 

  （平成１８年１１月２８日実施分） 

 

２．議長報告第２号 

 例月出納検査結果報告について 

  （平成１８年１２月２５日実施分） 

  （平成１９年 １月２４日実施分） 

 

３．議長報告第３号 

入札結果報告について 

  （平成１８年１２月２１日  ９件） 

  （平成１９年 １月 ９日 １１件） 

  （平成１９年 １月２５日  ８件） 

  （平成１９年 ２月 ８日  ８件） 

  （平成１９年 ２月２２日  ７件） 

 

４．議長報告第４号 

所管事務調査通知及び委員派遣承認要求について 

  原子力発電所対策特別委員会 

 

５．議長報告第号 

 視察報告について 

原子力発電所対策特別委員会 

 


